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第
４
回
「
む
す
び
塾
」
は
７
月

日
、
宮
城
県
女
川
町
桐
ケ
崎
地
区
の

住
民
が
住
む
仮
設
住
宅
団
地
の
集
会

所
で
開
い
た
。
女
川
湾
の
入
り
江
に

あ
る
同
地
区
は
東
日
本
大
震
災
の
大

津
波
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
近

く
の
高
台
に
集
団
移
転
す
る
計
画
を

進
め
る
。
参
加
し
た
住
民

人
は
震

災
発
生
時
の
避
難
行
動
を
検
証
し
な

が
ら
今
後
に
必
要
な
備
え
を
話
し
合

い
、
移
転
後
の
集
落
の
デ
ザ
イ
ン
に

つ
い
て
も
防
災
の
観
点
か
ら
チ
ェ
ッ

ク
し
た
。

参
加
者
に
は
東
日
本
大
震
災
の
避

難
に
つ
い
て
当
時
の
行
動
や
反
省

点
を
メ
モ
に
書
い
て
も
ら
っ
た
。
項

目
ご
と
の
発
言
と
メ
モ
を
紹
介
す

る
。【

避
難
を
決
断
し
た
理
由
】

「
町
の
防
災
行
政
無
線
が
大
津
波

警
報
を
伝
え
て
い
る
の
を
聞
い
た
。

海
を
見
る
と
潮
が
引
き
、
茶
色
い
海

底
が
見
え
た
」

‖
石
森
登
さ
ん

「
今
ま
で
に
経
験
の
な
い
長
く
て

強
い
揺
れ
に
び
っ
く
り
し
、
こ
れ
は

大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
た
」

‖
鈴
木
せ
い
さ
ん

【
避
難
時
に
取
っ
た
行
動
、
周
囲

の
様
子
】

「
怖
く
て
何
も
持
た
ず
に
逃
げ
た
。

数
日
後
に
自
宅
の
あ
っ
た
場
所
に

行
く
と
、
財
布
や
通
帳
な
ど
貴
重
品

を
入
れ
た
カ
バ
ン
が
家
の
土
台
に

引
っ
か
か
っ
て
い
た
」

‖
鈴
木
久
美
子
さ
ん

「
妻
を
高
台
に
連
れ
て
行
っ
た

後
、
貴
重
品
を
取
り
に
い
っ
た
ん

自
宅
に
戻
っ
た
。
家
の
中
の
高
い
所

に
置
い
た
が
、流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」

‖
鈴
木
清
次
さ
ん

「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
崩
れ
、
自
宅
前

の
道
路
を
ふ
さ
い
だ
た
め
、
車
が
通

行
で
き
る
よ
う
に
片
付
け
た
」

‖
鈴
木
久
雄
さ
ん

【
避
難
の
際
の
持
ち
物
に
つ
い
て
】

「
非
常
用
の『
持
ち
出
し
袋
』
は
、

中
身
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
携

帯
電
話
を
持
っ
た
の
は
正
解
だ
っ

た
。
避
難
所
は
寒
か
っ
た
の
で
毛
布

１
枚
が
あ
れ
ば
役
に
立
つ
」

‖
鈴
木
典
子
さ
ん

「
避
難
所
で
の
水
を
使
っ
た
作
業

や
、
ヘ
ド
ロ
に
覆
わ
れ
た
地
面
を
歩

く
と
き
な
ど
の
た
め
に
長
靴
を
履
い

て
逃
げ
れ
ば
良
か
っ
た
」

‖
鈴
木
い
と
子
さ
ん

宮城県女川町桐ケ崎地区

女川町役場から東約３㌔

に位置し、桐ケ崎漁港に面

する 世帯 人の集落。東

日本大震災の津波により、

避難場所の桐ケ崎集会所を

はじめ住宅は全て水没した

が、高台などに避難し、犠

牲者はなかった。近くの高

台に建設された仮設住宅団

地に 世帯が住む。
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抹

震
災
当
時
の
行
動
な
ど
に
つ
い

て
、
「
は
い
」
「
い
い
え
」
と
印

刷
し
た
う
ち
わ
を
使
っ
て
答
え
る

参
加
者
。
実
際
の
避
難
経
路
を
地

図
に
書
き
込
み
、
家
庭
や
地
域
の

備
え
に
向
け
て
活
発
に
意
見
を
交

わ
し
た
ほ
か
、
集
落
を
歩
い
て
津

波
の
高
さ
や
被
害
の
大
き
さ
を
確

認
し
た

＠宮城県女川町・桐ケ崎地区

■
参
加
者
の
主
な
発
言

持
ち
出
し
品
の
検
証
必
要

今井健太郎・東北大災害科学国

際研究所助教 津波工学 の話

東日本大震災の本震震源より東

側の沖合で「アウターライズ地

震」が起きる可能性が指摘されている。プレー

ト境界型地震が発生した後、境界面より外側の

地域で発生する地震で、震源が遠いため揺れは

小さいが、三陸沿岸では高い津波が襲来する可

能性があり、備えが必要だ。

明治三陸大津波（1896年）の 年後に起きた

昭和三陸津波（1933年）は、アウターライズ地

震によるものと考えられている。ただし、発生

の時期はいろんな可能性があり、過去の間隔は

参考にならない。

津波はその時々で姿を変える。いざという時

に備え、避難訓練を重ねたり、地域の絆を強め

たりすることが大事だ。

将来、起こりうる地震の備え、子どもたちや

全国の人々に経験を語り継ぐことも、被災者の

使命だと思ってほしい。
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無職・鈴木進さん 集団

移転先は、計画では道路が袋小

路になっているが、「それでは

いけない」との指摘がなされた。

気付かなかった点で、もっともだと思う。これ

まで防災グッズをまとめた袋などを用意してい

なかった。参加者の話を聞いて、今後は準備し

ようと思った。

主婦・阿部夏子さん 震

災の時は自宅から親の位牌（い

はい）や通帳を持ち、高台に避

難した。津波で自宅を失った経

験から、家に余分な現金を置かず、使う分だけ

所持するよう心掛けている。これは火事への備

えにもなる。ラジオや着替えを入れた防災バッ

グも用意している。

行政区長・鈴木正文さん

住民が被災体験を共有するこ

とができて有意義な話し合いだ

った。地区で犠牲になった人は

いなかったが、危なかった人はいた。一人一人

から出された教訓を風化させないためにも、毎

年、地域の防災について意見交換する機会を持

ちたい。

■
参
加
し
て

■
専
門
家
か
ら
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道路計画見直し理解

家に余分な金置かず

意見交換の場今後も

将来に備え継承大切
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高
台
へ
の
移
動
半
数

減
災
・
復
興
支
援
機
構
（
東
京
）

の
木
村
拓
郎
理
事
長
が
進
行
役
を
務

め
た
。
地
震
後
す
ぐ
に
高
台
へ
移
動

を
始
め
た
と
回
答
し
た
の
は
約
半

数
。
長
く
て
強
い
揺
れ
に
加
え
、
大

津
波
警
報
を
伝
え
る
防
災
行
政
無
線

の
放
送
や
潮
が
引
い
て
干
上
が
っ
た

海
底
を
見
て
驚
い
て
避
難
を
決
め
、

近
所
の
人
と
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら

逃
げ
た
と
い
う
。

一
方
、
津
波
接
近
ま
で
家
の
片
付

け
を
し
た
り
、
避
難
後
に
車
を
取
り

に
自
宅
に
戻
っ
た
り
し
た
人
も
い

た
。
自
宅
の
標
高
が
実
際
は
低
い
の

に
高
い
と
思
い
込
み
、
津
波
が
来
な

い
と
誤
解
し
て
い
た
と
い
う
反
省
も

あ
っ
た
。

避
難
で
は
車
も
使
わ
れ
、
あ
る
場

所
で
は
道
路
に
放
置
さ
れ
た
車
が
渋

滞
を
引
き
起
こ
し
た
。
ド
ア
が
ロ
ッ

ク
さ
れ
て
い
た
た
め
移
動
で
き
ず

「
非
常
時
は
、
誰
で
も
車
を
動
か
せ

る
よ
う
鍵
を
付
け
た
ま
ま
に
し
て
お

く
べ
き
だ
」
と
の
声
が
上
が
っ
た
。

車
の
使
用
法
が
課
題

車
使
用
の
避
難
に
は
「
一
斉
に
車

で
逃
げ
れ
ば
渋
滞
が
起
き
る
恐
れ
が

あ
る
。
使
用
は
な
る
べ
く
控
え
る
」

と
の
認
識
を
共
有
し
た
が
、
「
車
は

物
が
い
ろ
い
ろ
積
め
る
」
「
外
が
寒

く
て
も
車
中
で
過
ご
せ
る
」
と
の
意

見
も
あ
り
、
集
落
で
の
ル
ー
ル
作
り

が
課
題
に
な
っ
た
。

非
常
用
の
「
持
ち
出
し
袋
」
を
準

備
し
て
い
た
の
に
、
慌
て
て
忘
れ
た

ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
た
。
５
㌔
の
コ

メ
が
入
っ
た
袋
を
持
ち
出
し
た
が
、

重
く
て
途
中
で
投
げ
出
し
た
人
も
い

た
。
避
難
所
生
活
で
役
に
立
つ
持
ち

出
し
品
を
尋
ね
る
と
、
携
帯
電
話
と

バ
ッ
テ
リ
ー
型
の
充
電
器
の
ほ
か
、

毛
布
や
替
え
の
下
着
、
服
用
中
の
薬

と
「
お
薬
手
帳
」
、
長
靴
な
ど
が
挙

が
っ
た
。

漁
業
の
盛
ん
な
地
域
だ
け
に
、
海

上
の
人
に
津
波
に
関
す
る
情
報
を
ど

う
伝
え
る
か
も
話
題
に
な
っ
た
。
陸

上
か
ら
連
絡
す
る
約
束
や
仕
組
み
は

な
く
、
地
震
後
は
携
帯
電
話
も
つ
な

が
ら
な
く
な
る
。
参
加
者
は
ラ
ジ
オ

の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
い
た
。

地
区
は
将
来
的
に

戸
が
集
団
移

転
す
る
予
定
だ
が
、
移
転
後
の
集
落

の
見
取
り
図
に
つ
い
て
木
村
理
事
長

は
「
集
落
へ
の
車
の
入
り
口
が
一
つ

し
か
な
く
、
道
路
が
中
央
で
行
き
止

ま
り
に
な
っ
て
い
る
」
と
問
題
視
。

迅
速
な
避
難
や
火
事
で
の
消
火
活
動

に
は
複
数
の
入
り
口
を
用
意
し
た
方

が
望
ま
し
い
た
め
、
見
直
し
を
勧
め

た
。

◇

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
す

た
め
、
河
北
新
報
社
は
地
域
住
民
ら

と
一
緒
に
地
震
・
津
波
に
備
え
る
巡

回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
む
す
び
塾
」

を
開
い
て
い
ま
す
。
名
称
に
は
、
地

域
と
人
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
強

め
、
防
災
・
減
災
に
結
び
付
け
て
い

き
た
い
と
の
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

第
５
回
「
む
す
び
塾
」
は

日
、

岩
沼
市
の
南
浜
中
央
病
院
で
行
い
ま

す
。

避
難
の
教
訓
と
し
て
挙
が
っ

た
「
避
難
後
は
安
全
が
確
保
さ

れ
る
ま
で
家
に
戻
ら
な
い
」「
船

を
沖
合
に
避
難
さ
せ
る
『
沖
出

し
』
は
基
本
的
に
危
険
」
「
家

や
車
の
中
に
自
分
な
り
に
必
要

な
物
を
集
め
た
『
持
ち
出
し
袋
』

を
用
意
し
て
お
く
」
は
震
災
の

被
災
地
だ
け
で
な
く
、
地
震
発

生
を
心
配
し
て
い
る
東
海
、
東

南
海
、
南
海
の
地
域
の
住
民
に

も
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る

は
ず
だ
。

避
難
途
中
で
車
を
止
め
た
際

に
鍵
を
掛
け
た
た
め
、
後
続
車

の
邪
魔
に
な
っ
て
も
移
動
さ
せ

ら
れ
ず
、
避
難
の
妨
げ
に
な
っ

た
例
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
小
さ

な
事
柄
が
避
難
の
成
否
を
左
右

す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。集

団
移
転
先
の
防
災
に
関
し

て
は
、
大
地
震
や
大
津
波
だ
け

を
想
定
す
る
の
で
は
な
く
、
日

常
的
な
火
事
な
ど
に
も
気
を
配

っ
て
ほ
し
い
。
せ
っ
か
く
集
落

を
造
り
直
す
の
だ
か
ら
行
政
と

積
極
的
に
交
渉
し
、
安
全
で
暮

ら
し
や
す
い
街
づ
く
り
を
目
指

す
べ
き
だ
ろ
う
。

減
災
・
復
興
支
援
機
構
理
事
長

木
村

拓
郎
氏

貴重な教訓各地で共有を ∪
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日常から装備を点検・増強 地域とのつながりを密に

青森県危機管理対策監

堀内直樹さん

青森県や県内の各自治体は東日

本大震災以降、大規模災害時にお

ける食料・生活物資の供給に関す

る協定を、地元の食品メーカーや

農協などと積極的に締結していま

す。

以前の協定先は、全国展開の大

手スーパーが中心でした。大手は

物流拠点が県内になく、大震災で

は「品切れ」や「入荷の見通しが

立たない」などの理

由で、十分な物資提

供をしてもらえませ

んでした。

その一方で、被害

の少なかった青森市

の仕出屋さんが温かいおにぎりを

提供してくれるなど、結局、地元

の業者に助けられました。

現在は、災害時の食料・生活物

資に関するニーズを県がまとめ、

確保・輸送する仕組みをつくって

いるところです。

地域のつながりを密にするこ

とが最大の災害対策だと思いま

す。

栗原市栗駒岩ケ崎

六日町通り商店街事業部長

三浦治さん（ ）

イベントはもとより災害時にも

役立つからと、2006年に発電機を

１台購入しました。それが岩手・

宮城内陸地震と東日本大震災で、

避難所となった集会所の電源に大

活躍しました。

現在岩ケ崎地区では、商店街所

有の２台と、行政区が持つ１台を

合わせ、計３台が稼働可能な状態

です。日ごろから有

事を想定した装備の

点検や増強は不可欠

です。大震災を踏ま

え、地域のガソリン

スタンドにも災害協

定を申し入れ、非常時の際の行政

区や集会所への優先供給をお願い

しました。事前に話し合っておけ

ば、いざというときに一般市民と

のトラブルも回避できます。

それには日ごろから地元で物を

買い、信頼関係を築いていくこと

が大事です。コミュニティーをき

ちんと保つことこそ最大の備えだ

と思います。

■情報をお寄せください
防災・減災のページは、「いのちと地域を守る」をテーマに、読者とともに考え、

作るページです。意見や感想、取り上げてほしい題材、防災に関する情報をお寄せ

ください。巡回ワークショップ「むすび塾」の開催を希望する町内会などの団体も

募集しています。宛先は〒980―8660仙台市青葉区五橋１の２の28、河北新報社報

道部「防災・減災のページ」係。ファクスは022（211）1256。電子メールアドレス

は

平成２４年( 年)８月１１ (土曜 ) (２２)平成２４年( 年)８月１１ (土曜 ) (２２)

(C)河北新報社


